
- 1 -

固定スプリング

ピース

固定スプリング

セットボルト

黄ワイヤを引かず 青ワイヤだけ引いた

時は、セットピンの先端部がロック

されているので 強く（約２０ｋｇの力）
引いても動きません。

これで正しいセットの完了です。

セットボルトを左下図に示す位置

（
）まで 完全に

押し込みます。

ガチッと音がして、セットピン先端
部にロックが掛かります。

セットボルト

セットピン
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コラムロックが移動する
のにつれ、ワイヤも楽に

ついていけるよう たるみ

が確保されていれば問題
ありませんが、

コラムが不意に予想外の
動きをした

ワイヤを持っている人の

足もとがふらついた

ワイヤを固定物に引っ掛

けた

等でワイヤのたるみがなく

なると、ワイヤを引張った

のと同じ事になってしまい
危険です。

コラムロックのセットが正しく出来ているか？

建て起こし作業で、
使用する全てのコラムロックに

ついて確認をする。
確認したら放置せず、直ちに建て起こしに

取りかかるのがよい。やむを得ず建て起こしを

中断する場合は、再度、玉掛けのたるみが少しに
なった時点で、一旦停止・再確認！

コラムロックの移動に遅れず、
常に十分なたるみを持たせる
ように ワイヤを送り出す

ワイヤのたるみがなくなると、
引っ張っていることになる

危険！！

外れる！！

ロック状態の確認は、

セットボルトの位置を

目視確認し・・

青ワイヤを強く引いて

セットピンが抜けてこないことを確認

×○

セットピンに負荷が掛かっていると、

ロックがちゃんと掛かっていないのに

セットピンが動かない場合があります。

で確認して下さい。
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少したるみを持たせる

柱脚部分で余長をまとめ、
テーピングするか縛り付けて
止めておく。

コラムの形状や現場状況は様々なので、
コラムロックのワイヤをどのようにして
おくのが最良かは、ケースバイケース
です。

コラムが建て起こされ、移動搬送され、
目的位置で玉掛けを外されるまで、ワイヤ
が無意識に引かれたり、引っ掛かったり、
踏まれたりして

おくと共に、
ことで

コラムロックの不意の外れ事故を防止して
下さい。

コラムの着地を 減速せずにしてしまい
ますと、コラムロック本体が急停止し、
ワイヤが跳ねて踊る状態になってしまい
ます。
ワイヤが踊ると、ワイヤを引かれたのと
同じ事になりますから、これも
コラムロック外れ事故の原因になりかね
ません。

着地の際は、事前の一旦停止を必ず行い、
極力衝撃の少ない着地として下さい。

微速巻下｝
一旦停止



- 4 -

ピンガイドがピースの下側になるセッティングは、セットピンが 自重で抜け落ちようとする姿勢になり、

セットピン脱落の危険性が高まります。可能な限り ピンガイド上向きでセットして下さい。

ピンガイド

接触

コラムロック１個
が遊び、もう一方
にすべての負担

が掛かっている

必ず 事前検討の上指示された 適切な容量のコラムロック・チェーンエコライザーを使用して下さい。
チェーンエコライザーや滑車を使って、２個のコラムロックに均等に荷重を掛けるセッティングの場合、
片側が遊ぶ片効き （下左の図） になっていないか確認すること。


